
平成28年度

甲賀市
予算

み
ん
な
で
創
ろ
う
理
想
郷

�

こ
う
か
の
力
！

　
平
成
28
年
度
の
市
の
予
算
が
3
月
22
日
、
市
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
年
度
予
算
は
「
み
ん
な
で
創
ろ
う
理
想
郷
こ
う
か
の
力
！
」
を
キ
ャッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
市
民
幸
福
度
の
最
大
化
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
例

年
の
総
合
計
画
に
基
づ
く
重
点
事
業
と
、
国
の
地
方
創
生
に
関
連
す
る
甲

賀
の
國
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
の
2
本
の
柱
で
編
成
し
て
い
ま
す
。

　

国
が
掲
げ
る
一
億
総
活
躍
社

会
へ
向
け
て
の
動
き
が
本
格
化
い

た
し
ま
す
。
本
市
に
お
き
ま
し
て

は
、
市
民
協
働
に
よ
る
確
実
な
自

主
自
立
の
歩
み
を
基
調
に
、
全
国

１
７
０
０
余
り
の
市
町
村
の
先
駆

的
な
モ
デ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
品
位

と
格
調
高
い
「
理
想
郷
・
甲
賀
」

の
國
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
安
全
・
安
心

の
原
点
と
な
る
防
災
力
を
高
め
る

と
と
も
に
、
し
っ
か
り
し
た
経
営

戦
略
に
よ
る
経
済
力
を
高
め
、
優

れ
た
感
性
や
判
断
力
の
あ
る
人

材
力
を
育
む
こ
と
を
３
本
の
柱
と

し
、
力
強
い
行
財
政
改
革
を
継
続

さ
せ
な
が
ら
市
民
幸
福
度
の
最
大

化
に
主
眼
を
置
い
た
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
『
み
ん
な
で
創
ろ
う　

理
想
郷

　
こ
う
か
の
力
！
』
と
題
し
て
編

成
し
た
平
成
28
年
度
予
算
は
、
一

般
会
計
で
は
、
４
１
４
億
１
千
万

円
を
計
上
し
、
市
制
施
行
後
で
は

２
番
目
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し

た
が
、
安
心
安
全
を
基
軸
と
し
た

市
民
目
線
で
盛
り
込
み
ま
し
た
各

事
業
の
い
ず
れ
も
が
、
市
民
の
願

い
と
市
の
思
い
の
方
向
性
を
一
致

さ
せ
た
も
の
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
予
算
案
の
隅
々
に
は
、

市
内
外
か
ら
憧
れ
を
感
じ
て
も
ら

え
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を
込

め
て
い
ま
す
。

　
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
、
選
ば
れ

る
「
甲
賀
の
國
」
の
都み

や
こ

づ
く
り
に

向
け
て
、
本
市
独
自
の
施
策
を
積

極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

甲賀市長
中嶋　武嗣

平成２８年度当初予算
■一般会計　　４１４億１，０００万円（対前年度　＋４７億１，０００万円　＋１２．８％）

■特別会計　　１８７億６，４１０万円（対前年度　－４２億６，４０７万円　－１８．５％）

■企業会計　　１２６億� ��８７８万円（対前年度　＋６８億２，１１６万円　＋１１７．９％）歳出
<性質別>
414億
1千万円
（H26　367億円）

その他の経費
172億1,948万円

41.6％

義務的経費
158億7,873万円

38.3％
投資的経費
83億1,179万円
20.1％

人件費
65億8,449万円

15.9%

扶助費
56億8,735万円

13.7%

扶助費
56億8,735万円

13.7%

扶助費
56億8,735万円

13.7%

公債費
36億689万円
8.7%普通建設事業費

83億1,179万円
20.1%

補助費等
69億7,640万円

16.9%

災害復旧事業費
0.0%

物件費
62億9,430万円

15.2%

繰出金
26億1,573万円

6.3%

投資及び出資金
8億912万円
2.0%

維持補修費
3億4,305万円

0.8%

予備費
1億円 0.2%

貸付金
6,069万円
0.2%
積立金
2,019万円
0.0%人件費

65億8,449万円
15.9%

扶助費
56億8,735万円

13.7%

公債費
36億689万円
8.7%普通建設事業費

83億1,179万円
20.1%

補助費等
69億7,640万円

16.9%

災害復旧事業費
0.0%

物件費
62億9,430万円

15.2%

繰出金
26億1,573万円

6.3%

投資及び出資金
8億912万円
2.0%

維持補修費
3億4,305万円

0.8%

予備費
1億円 0.2%

貸付金
6,069万円
0.2%
積立金
2,019万円
0.0%

一般会計　市の基本となる会計　

　
予
算
は
５
つ
の
基
本
方
針
を
も
っ
て
編
成
し
ま
し
た
。

①
総
合
計
画
の
実
現
を
め
ざ
し
た
重
点
的
・
戦
略
的
な
財
源
配
分

　
市
民
ニ
ー
ズ
や
経
済
情
勢
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を

め
ざ
し
て
よ
り
一
層
の
施
策
の
重
点
化
を
図
り
な
が
ら
、
総
合
計
画
の
実

現
の
た
め
の
部
局
間
連
携
に
よ
る
予
算
と
し
ま
す
。

②�

人
口
減
少
に
立
ち
向
か
い
、元
気
な
ま
ち
甲
賀
を
め
ざ
す
施
策
展
開

　
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
に
お
い
て
、
最
大
の
課
題
と
な
る
急
激
な
人

口
減
少
問
題
に
対
し
、
将
来
を
見
据
え
、
継
続
的
か
つ
効
果
的
な
施
策
を

部
局
横
断
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
防
災
・
減
災
対
策
等
の
強
化

　
市
民
の
安
全
を
最
優
先
と
し
、
将
来
を
見
据
え
た
防
災
・
減
災
対
策
、

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
よ
り
一
層
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

④
合
併
特
例
期
間
を
見
据
え
た
計
画
的
予
算

　
「
合
併
特
例
債
」
の
発
行
と
、
地
方
交
付
税
の
う
ち
「
普
通
交
付
税
の
合

併
算
定
替
※
」
が
適
用
さ
れ
る
合
併
特
例
期
間
の
終
了
後
も
持
続
可
能
な

財
政
運
営
に
む
け
て
、
そ
の
期
限
を
見
据
え
た
計
画
的
な
予
算
と
し
ま
す
。

⑤
財
政
健
全
化
に
む
け
た
着
実
な
取
り
組
み

　
新
し
い
価
値
の
創
造
に
よ
る
行
財
政
改
革
の
断
行
や
、
市
税
や
各
種
料

金
の
滞
納
解
消
策
の
実
行
と
、
現
有
資
産
の
有
効
活
用
と
新
た
な
発
想
に

よ
る
財
源
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

特別会計・公営企業会計

予算額

２８年度 ２７年度 前年度比較

特
別
会
計

国民健康保険 101億9,000万円 101億3,600万円 ＋5,400万円

後期高齢者医療 17億9,300万円 17億4,000万円 ＋5,300万円

介護保険 67億5,700万円 65億   800万円 ＋2億4,900万円

公共下水道事業 - 37億4,800万円 皆減

農業集落排水事業 - 6億7,200万円 皆減

土地取得事業 281万円 2億   356万円 △2億     75万円

野洲川基幹
水利施設管理事業 2,129万円 2,061万円 +68万円

小　　　　計 187億6,410万円 230億2,817万円 △42億6,407万円

企
業
会
計

病院事業
収益的支出  9億5,700万円   8億7,700万円   ＋8,000万円 

資本的支出  6,173万円   1億4,780万円   △8,607万円 

水道事業
収益的支出 28億4,598万円   30億   174万円  △1億5,576万円 

資本的支出 11億3,431万円  12億1,585万円  △8,154万円 

診療所
事業

収益的支出  2億1,800万円   2億2,700万円   △900万円 

資本的支出  482万円   520万円   △38万円 

介護老人
保健施設
事業

収益的支出 3億1,900万円   3億1,160万円   ＋740万円 

資本的支出 356万円   143万円   ＋213万円 

下水道
事業 

収益的支出  40億7,791万円  -   皆増 

資本的支出  29億8,647万円   -   皆増 

小　　　　計 126億   878万円  57億8,762万円  ＋68億2,116万円 

合　　　　計 313億7,288万円 288億1,579万円  ＋25億5,709万円 

※ 公共下水道事業特別会計および農業集落排水事業特別会計は、平成28年
度から地方公営企業法適用による下水道事業へ移行しました。

特定の事業を行うための会計

�

自
主
財
源�　
市
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

�

依
存
財
源�　
国
や
県
の
意
思
決
定
に
基
づ
き
収
入
さ
れ
る
も
の

歳入
414億
1千万円
（H26　367億円）

自主財源
176億5,267万
42.6％

依存財源
237億5,733万
57.4％

市　税
134億108万円
32.4%

繰入金
21億1,776万円

5.1%

分担金・負担金
使用料・手数料
9億7,202万円

2.3%

諸収入
9億1,769万円

2.2%

繰越金
1億5,000万円

0.4%

財産収入・寄附金
9,412万円
0.2%

地方特例交付金
5,700万円
0.1%

県税交付金
22億5,500万円

5.5%

国庫支出金・
交通安全

対策特別交付金
33億9,988万円

8.2%

県支出金
25億9,395万円

6.3%

地方交付税
72億5,000万円

17.5%

地方譲与税
3億6,000万円

0.9%

市　債
78億4,150万円

18.9% 市　税
134億108万円
32.4%

繰入金
21億1,776万円

5.1%

分担金・負担金
使用料・手数料
9億7,202万円

2.3%

諸収入
9億1,769万円

2.2%

繰越金
1億5,000万円

0.4%

財産収入・寄附金
9,412万円
0.2%

地方特例交付金
5,700万円
0.1%

県税交付金
22億5,500万円

5.5%

国庫支出金・
交通安全

対策特別交付金
33億9,988万円

8.2%

県支出金
25億9,395万円

6.3%

地方交付税
72億5,000万円

17.5%

地方譲与税
3億6,000万円

0.9%

市　債
78億4,150万円

18.9%

歳出
<目的別>
414億
1千万円
（H26 367億円）

民生費
118億2,202万円

28.5%

総務費
97億9,312万円

23.6%

総務費
97億9,312万円

23.6%

総務費
97億9,312万円

23.6%
衛生費

40億3,712万円
9.7%

土木費
40億311万円
9.7%教育費

39億6,624万円
9.6%

公債費
36億689万円
8.7%

農林水産業費
18億4,308万円

4.5%

消防費
15億2,800万円

3.7%

商工費
2億9,524万円

0.8%

議会費
2億7,462万円

0.7%
労働費

1億4,055万円
0.3%

災害復旧費
予備費

1億円 0.2%

民生費
118億2,202万円

28.5%

総務費
97億9,312万円

23.6%
衛生費

40億3,712万円
9.7%

土木費
40億311万円
9.7%教育費

39億6,624万円
9.6%

公債費
36億689万円
8.7%

農林水産業費
18億4,308万円

4.5%

消防費
15億2,800万円

3.7%

商工費
2億9,524万円

0.8%

議会費
2億7,462万円

0.7%
労働費

1億4,055万円
0.3%

災害復旧費
予備費

1億円 0.2%

※
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替

　
合
併
後
で
も
、
合
併
が
な
か
っ
た
も
の
と
仮
定
し
て
、
合
併
前
の

旧
町
ご
と
に
算
定
し
た
普
通
交
付
税
の
合
算
額
が
保
障
さ
れ
、
合
併

に
よ
る
普
通
交
付
税
の
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
さ
れ
た

制
度
で
す
。
甲
賀
市
は
平
成
27
年
度
か
ら
段
階
的
削
減
が
始
ま
っ
て

お
り
、
平
成
28
年
度
の
算
定
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
保
障
さ
れ
て
い

た
額
の
３
割
が
削
減
さ
れ
ま
す
。

施
政
方
針
（
要
旨
）

平
成
28
年
度�

甲
賀
市
予
算
編
成
方
針

�義務的経費�　 市の歳出のうち、その支出が任意で削減できない経費
�投資的経費�　 道路・公園・学校の建物など社会資本の整備に

要する経費

※内訳について単位未満を四捨五入しているため合計が合わないことがあります。

2平成 28年 4月 15日平成 28年 4月 15日3


